












































された家事教授上の注意には、 「教授上ノ注意 家事ヲ授クルニハ理論二偏セス賓際二適

切ナラシメンコトヲ旨トシ他ノ シタ ク之ヲ利用センコ

トヲカムヘシ」とあり、 に偏ら めの内容とするよう示されている。

以降に発行された教科書は、 この教授要目に準拠した内容となり、既存教科書も再版の際

が行われたものと考えられる。

図0-2 明治25年時点の学校系統図 12
図0-3 明治33年時点の学校系統図

13

高等女学校は尋常中学校と同等の水準であっ 中学校令の改正によって高等女学校も

同様に位置づけら

続し 1910 (M43) 「高等女学校令」の改正に伴い、 1911 (M44) 1903 (M36) 

目」が全面改正された 「 麻等女学校及実科高等女学校教授要目」（文部

省訓令第12 が施行され、 での衣食住に関する項目は、 以下のように の整理」、

という項目の中に再編された。

補
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第1章 家事教科書における台所の位置づけと台所関連記述の概要

図1-1 「基所の圏」（中島よし、 星常『近世家事定本』 1912 (M45) 年、 No.024)

台所の平面プランを表す最初の図版。 板張りの床の上に七輪、 鼈、 卓子が配置され、 タタキの横には流

しと水道の表記が見られる。 このように明治末頃から台所内に「卓子」を置いた図版が散見される。

（一の共） 板姐

（二の其） 板姐．

図1-2 「俎板」として掲載された図版（甫守ふみ『実用家事教科書』1909 (M42)年、No.018)

脚を附けた俎板および、 立働式を前提とした調理台としての俎板の例。

明治末にはこうした調理台や配膳棚など、 部分的な設備·什器に関する図版が基本であった。
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第1章 家事教科書における台所の位置づけと台所関連記述の概要

固1-3 「基 所」（大江スミ子『応用家事教科書』1918 (T7)年、 No.047)

台所空間内部を示すパースの例。 中央に流し台、 鼈台が配置されている。 床の一部には黒い穴のような描

写があり、 揚板であったと思われる。 その手前は一段下がった土間と考えられる。
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第1章 家事教科書における台所の位置づけと台所関連記述の概要

例ーの備設の
9

・所嘉宅住會都

．

 

図1-4「都會住宅基所の設備の一例」 （大江スミ子『応用家事教科書』1918 (T7)年、 No.047)

台所の平面計画について、具体的な広さや各所の数値を伴って描写された、極めて早い事例である。流し、

鼈台、 盛付台等は集約的に配置され、 合理的な計画が試みられていたことが分かる。

42 





























第2章 台所における［立働式］導入と調理設備の作業面の高さ

また、 掲載図版を見ると、 台所部分における図版掲載の最初期から［立働式］に対応した設備

が見られ（図2-1)、 立式の台所像を具体的に示していたことが分かる。

図2-1 「戸棚兼料理基盛立棚（乙）」

台所関連記述で最初期に掲載された図版。

［立働式］が想定された調理設備であることが分かる。

（戸野みちゑ『家事新教科書』1913 (T2)年、 No.28)

続いて1924 (T13)年『家事新教科書』（石澤吉麿、 No.66)には、

「 …作業能率を増すために、 立ちて作業し得るやうにし…」

という記述で 「能率」という表現が初めて用いられている。 それまで単に「便利に」等の表現で

あったものが、 それ以降、 「 能率」と表現した記述が継続的に確認され、［立働式］に関連して能

率論＂が展開されていた様子を窺い知れる。

昭和期に入ると、［立働式］に関する説明の具体性が高まり、 記述量もそれ以前のものと比べ

て著しく増加する傾向が読み取れる。 例えば、 1930 (S5)年『最新家事教科書改訂版』（大日本

図書、 No.88) では、

「 … 豪所に於ける活動の能率増進は、 主婦の仕事の能率増進の一台要目である。 故に、 今

後の住宅に改良すべき黙は多いが、 豪所はその最大なもの> ―である。．．．中略… (2)便利
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第2章 台所における［立働式］導入と調理設備の作業面の高さ

ダ3もたし諷をき

⑪よ物版出判國未）

図2-2 「廣過ぎる基所に徒努の多きを諷したもの（米国の出版物より）」

立働きを前提として、 水平方向の移動距離の無駄を示している。

（近藤耕蔵『新編家事教科書』1930 (S5)年No.95)

また、［立働式］導入の目的は、 「 能率」の表現が認められるようになる頃から、急速に［衛生］

に関する内容が減少し、［利便］に関するものに収倣していくことが分かる（表2-1［町部分）。

その記述が明確になるとともに、［衛生］に言及する教科書は1928 (S3)年以降は倉橋等による

『新編家事』のシリ ー ズに限られることを考えあわせれば、昭和初頭における傾向の変化は明ら

かであろう。

換言すれば、 能率論の展開によって、［立働式］ 導入の目的は［利便］へと収束したと考えら

れるのである。そうした動向に伴って、設備の配置や高さ等の形態の模索へと展開されたといえ

るのである18

第4節 調理設備の「作業面の高さ」に関する動向

続いて、 表2-1・【A欄】ならびに【C欄］において、 「作業面の高さ」に関する記述を見ると、

その動向は 1928 (S3)年以降に目立つようになり、 これについても ［立働式］導入の目的が利

便や「能率」に収束する時期と重なることが分かる。 すなわち、 「 能率」という理論が意識され

ることとの関連性を指摘できる。

そのため、 ここでは［立働式］ の導入に従って 「作業面の高さ」がどのように変化したか、 能
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第2章 台所における［立働式］導入と調理設備の作業面の高さ

例ーの備設の所憂宅住會都

図2-3「都會住宅基所の設備の一例」（再掲）

台所の平面計画が描かれ、 注釈に高さ寸法の記述が初めて確認された。

（大江スミ子『応用家事教科書』1918 (T7)年、 No.47)
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第2章 台所における［立働式］導入と調理設備の作業面の高さ

め、

丁家事新教科書』1928 (S3)年、 No.82)

である。 図版を確認すると、 それ以前の資料では、 図2-4のように火器台の上に釜が置かれる

では、作業面晒さの一致は見られず、作業上の身体的負担への考慮や、能率的な作業が行えるよ

うな晶さの調整は徹底されていない。

班 古

図2-4 （河口 『実際的家事教科書』1927 (S2) No.76) 

て、 左手より流し台、 火器台が一列に配置されている。 右手の火気台には鼈が置か

れ、 他の「作業面の高さ」とは著しく異なり、 作業上の負担の大きさが推察される。 中央の火
器台はトッ さが低く、 その上に七輪を置いた状態では、 左手の流し台と じ高さに

られるが、 作業面の一致に対する意図が介在したかどうかは直接示されていない。

1928 (S3)年以降、 「作業面の高さ」の一致に関する 図版から推崇される め

れば、 昭和戦前期を通してある程度継続して見られる（表2-1[ ii]部分）。 具体的に、 どのような

形態で設備相互の作業面を一致させるように工夫されたのか、掲載図版を通して検討

し

たい。ま

ず、 初期の段階に示された図版 （図2-5)では、 七輪台、 さを調理台よりも低く

し

て、作業時の腕や肩の動きの負担を考慮した工夫が見られる。 こうした工夫は、能率が形態に展

開された表れのひとつとして捉えられるとともに、 台所設備の集約・ 一体化は、大正中期から

和初期にかけて見られる台所近代化の動向のひとつであり36)、 図2-5はごうした集約化過程にお
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第2章 台所における［立働式］導入と調理設備の作業面の高さ

ける検討と「作業面の高さ」に関する議論とが、相互に影響しながら形態の変化に影響した様子

を明確に図示しているといえる。

図2-5「鈴木式炊事基町（甫守ふみ『現代家事』1927 (S2)年、 No.77)

左側より、 鼈台、 七輪台、 調理台、 流し台、 その他の収納等が一体となった台所設備である。

左手の鼈台と七輪台は調理台よりも天板の高さが低く設計され、 「 作業面の高さ」を一致させ

る工夫が明瞭に見られる。

さらに、 図2-6のように、火器台の天板の下部に竃の底部を落とし込んで納めるような構造の

設備が散見される。 こうした調理設備の形態的変化は、戦後に普及する一 定の高さの天板をもっ

た一体型または組み合わせ型のキッチン設備の前段階として位置づけられよう。

図2-6 台所の内観

外壁に沿って一列に配置された流し台・火器台等の調理設備。 左手の鼈台は、 天板の下部へ鼈

の底を落とし込む構造になっており、 鼈を置いた状態での「作業面の高さ」を低くする工夫が

見られる。（佐保会『中等教育家事新教科書』1931 (S6)年、 No.97)
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

大正後期から昭和初期以降に採光 ・換気の重要性がより強く認識されるようになったと捉えるこ

とができる。

図3-1 「理想の台所（著者設計）」と題した台所平面図および展開図。

開口部および臭気抜からの採光、換気方法であったことが分かる。

（越智キヨ『聖代家事教本』1939 (S14)年、No.118)

次に、【(3)開ロ ・ 位置・方位】欄を見ると、 明治20年代までの教科書では〔方位〕のみの扱

いであったが、明治30年代以降は〔位置〕についての記述に変化していることが分かる。また、

1912 (M45)年以降は採光、換気を目的とした「窓」について示す記述が散見され始め、 大正中

頃からこれを扱う教科書が増加し、1930 (S5)年以降はほぼ継続して見られるごとが分かる。

すなわち、採光、換気の方法として「窓」という具体的な装置の形態へと議論が展開しているこ

とが分かる。
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

〔方位〕に関しては、大正末頃から扱いが活発化するなか、 明冶初期から続く南向または東向

が適当で、 北向は不適当とする考え方が昭和初期まで継続して見られる一方、 1930(S5)年か

らは北向または北東向をやむを得ないとする史料が散見される。明治初期から理想として扱われ

た台所の南面配置という考え方32は、 大正期に展開された台所改良や住宅改良によって、 昭和期

には住宅内における配置がより現実的なレベルで検討された結果とも推察される。なお、〔位置〕

に関する記述が大正後期以降に激減するのと同時に、［方位〕 は具体的な方角が記述される傾向

が見られ、 大正後期は［位罹〕 および〔方位〕に関する考え方の転換期と捉えることができる。

【（4)清掃】は、 室内衛生を目的とした掃除の利便性に関する記述についてで、1909 (M42) 

年以降、 戦前期を通して断続的に見られる。また、掃除の便のために、 台所設備や床・壁の仕上

材料(((5)耐水・耐火】に分類）の耐水性等に触れたものも1930(S5)年以降を中心として見ら

れる。 さらに、掃除に関連して、廃物処理の方法についての記述も同時期に展開されている。 こ

の時期には、掃除の便についても仕上や装置といった具体的な形態によって解決されると理解さ

れていたと考えることができる。具体的には、台所室内から外部に設けた塵捨箱に通ずるダスト

シュ ート （図3-2)に関する記述が多く、 塵捨ての労力を省くという意味では、［利便］性にも

関係の深い項目と考えられる。ダストシュ ートは衛生的に好ましくないとする記述事例も見られ

るが、 昭和初期にはこうした廃物処理の方法が知られていたと言える。

口た しf;'.;I芯を拓芥切

図3-2 「厨芥箱を設備した圏」ダストシュ ートを表した図版。

（日本家政学会『日本家事教科書』1930 (S5)年、 No.093)
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

（所 痙）

図3-3 検定済教科書中で初めて人工照明の設置（流し上部）が確認される。

（大江スミ子『応用家事教科書』1918 (T7)年No.047)
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

0内部見取闘 ②芥捨口 ③芥受函 ④芥受函縦断面圏 ⑤平面圏

図3-4 流し台上部と中央の調理台上部に照明設備が見られる。

（東京開成館編輯所『中等家事教本』1933 (S8)年、 No.103)

このように、採光の必要性を作業の能率と結び付けた記述は、 それまで［衛生］を主眼として

考えられてきた採光の目的が能率性の意味を含むように展開した動向として捉えることができ

る。 同様の記述は、他の教科書でも認められる。 例えば甫守ふみ著『実用家事』(1934 (S9)年、

No.106)では、 下記のように「明るさ」を得る利点を、 衛生と利便の両面から説明している。
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

というように、 採光・換気の設備として 「 天窓」 が示され、 また 「なるべく高」 い所に窓を設け

るという考え方が示されていることが分かる。 このような「天窓（空窓）」、 「引窓」 によって採

光、換気を図ることを意図した記述は明治末から大正期にかけて見られ、これら2種類に限られ

ている。 そのため、 この時期としては、 天窓や引窓によって採光・換気をとるという考え方が普

及していたものと考えられる（表3-2 (f)）。

しかし、 昭和初期以降はこれらについての記述は無くなり、 単に「窓」と記してその大きさや

高さなどのあり方を説明するか、 「採光窓」、 「換気窓」、 「 回転窓」（図3-5)等の具体的な窓の種

類を示す記述に変化している（表3-2 (g)）。 例えば下記の例では、

「（1)衛生設備

（イ）採光・換氣採光が十分でなければ室内が淵潤し、調理が不潔に陥り易く、換氣が十分でな

ければ燃料使用と煮物・焼物の為に汚れた空氣を排して新鮮な空氣を入れることが出束ぬ。であ
. . . . . . .

るから、窓の面積を廣くし、換氣口又は廻轄窓を設け、鼈の上には特に排氣装置を為すことが必

要である。」

（日本家政学会『日本家事教科書』1930(S5)年、No.093)

（ーう 『i iて の 所 六
今4

図3-5 回転窓が描画された図版

外壁面にとった引違窓の上部に回転窓が設けられ、 釜から立ち上

る蒸気が排出される状態が示されている。

（井上秀子『現代家事教科書再訂版』1931 (S6) 年No.096)
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

図3-6 内観図（同上、 No.087)

向かって右側の外壁面は、 開口部で占められている。

流し台が面する部分の引違窓と、 その上部の回転窓によって換気が図られている。
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

図3-7 台所の平面図および展開図

換気設備としては、 硝子の引違窓と火器台上部の「臭気抜」が見られる。（点線筆者）

（越智キヨ『修訂新時代家事教本』1932 (S7)年、 No.100)

こうした開口部のあり方としては、上記に取り上げたの記述例にも見られるように、窓を「多

く」「大きく」「 高く」「開放し得るやう」等が見られる。 表3-2【(4)窓のあり方】に纏めたこれ

らの記述の動向を見ると、明治から大正期にかけての教科書では［窓のあり方〕を示したものは

5例に限られ、 そこでは窓を「多く」、 「 高く」 するよう示されたことが分かる。 この時期は窓の

種類として天窓や引窓が考えられていたことからも分かるように、高所にまたは多くの開口部を

とることで採光・換気に効果的であると考えられていたと推察される。 なお、窓を「多く」とい

う考え方は、採光・換気に有効な開口面積の合計を大きくするが、開口部そのものを大きく計画

するという水準には至っていない。すなわち、この時期は開口部の計画そのものを大々的に改変

するのではなく、比較的小規模な在来の窓を用いるなかで、より効果的な採光・換気の方法が考
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

えられていたと捉えることができよう。

一方、 窓の 「大きさ」 については1913 (T2)年に初めて「換気ー一窓を大きくすること」 （吉

村千鶴『新定教科家事教本』1913 (T2)年、 No.032)との記述が見られる。 しかしながら、 継

続的に記述が確認されるのは1930 (S5)年以降であり、 「大きさ」を中心とした考え方に変化す

るのは昭和期を中心とした段階であることが分かる （表 3-2(h)）。 この段階で 「 多く」 と示す記

述は見られず、 採光・換気の効率は面積によることが理解されるようになった時期と言える八

また［その他の換気設備〕に関する記述も、1930 (S5)年以降に集中して認められる（表3-2(i)）。

具体的には、 「排気筒」、 金属製の 「天蓋・幌（フ ー ド）」、 「換気口」などが中心で、 上記に挙げ

た例(No.087)のように、 これらの殆どは局所的な排気を目的として記述されている。

ふ はヽ
＞
の
に
せ
ね
ば
な
ら
g
ゥ

役
目
を
有
す
る

設
備
を

全
に

し
め 、
作

能

所薔たけ付取を置装氣排

左・図3-8 「基所の排気装置」（日本家政学会『綱要家事教科書』1930 (S5) 年、 No.094)

右・図3-9 「排気装置を取付けた基所」（山崎犀二、有本邦太郎『新日本家事教科書』1939 (S14)年、

No.117) 

以上に見られる動向から、採光・換気のための方策は、 昭和期から大正期における天窓等を高

い場所に設けるという考えから、 昭和初期以降になって外壁に面した引違窓を基本とする開口部

と局所的排気設備および照明設備を用いるという考え方に変化したと言える。 それは、採光・換

気の目的だけではなく、 台所上部には塵埃の落下を防ぐために天井を張る、土間作業を廃して作

業場所を床上に統一するといった台所空間そのものの変化の動向と複合的に起因した結果であ
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

園3-10 床仕上を板張とした掲載図版の例

昭和初期の台所でも板敷の台所が多数見られる。 右奥に勝手口の土間が見える。

（佐保会『中等教育家事新教科書』1927 (Sl2)年、 No.113)

【B:床下】の仕上材料としては 「敲土（タタキ）」が明治末から大正期にかけて断続的に記

述され、 この時期に一般的な仕上であったことが分かる（表3-3中［町）。 ただし、 大正末以降は

全く記述が見られず、 「土間」に関する記述の減少や新材料の導入と同時期的であることから、

床材に関する考え方は大正末頃から変化したことが推察される。

(2)【c ：壁】および【D:腰壁］

壁の仕上に関する記述は、 明治末から昭和初頭にかけては、床や流し周り、火器周りの項目に

比べると扱いの程度が極めて低く、いくつかの史料で水洗いを可能·とするよう示された点に着目

されるのみである。 その後、 昭和初頭以降では、壁全体の記述は殆ど見られず、壁の腰回り部分

に限定した扱いに変化している。 この傾向は下記に示す1928 (S3)年の『家事新教科書』以降

に見られ、 特に1930 (S5) ~1937 (S12)年に集中している（表3-3中[III]）。 そこでは、

「l、 衛生上 （中略）又掃除に便にして、 常に清潔と安全とを保つため、 肱·腰羽目 ・ 流場 ・

料理豪・七輪豪をタイル張·人造石又はコンクリ ー ト等の耐水耐火材料にてつくる。」

（石澤吉麿『家事新教科書』1928 (S3)年No.082)
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第3章 台所の［衛生］関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

のように、衛生的観点から床材や流し周り、火器周りの仕上と共に、腰壁を耐水 ・ 耐火材料とす

る必要性に触れた記述が多く見られる。材料としては引用文のように「タイル」、 「人造石」、 「コ

ンクリ ー ト」が良いとする記述が活発化しているのが分かる。また掲載図版からは、腰壁をタイ

Jレ貼とする表現が多数見られ、 最も早いものでは1923 (T12)年の史料No.062 に確認される。

昭和初期の図版では概ね継続して同様の表現が見られ、腰壁をタイル貼とする仕上方法は大正後

期以降にある程度定着していたことが窺える（図3-11)。

圏 計 設 所 壷

固3-11 腰壁や床の一部をタイル貼仕上とした台所図版の例

（石澤吉麿『家事新教科書』1932 (S7) 年、 No.099)

(3)【E:天井】

天井の仕上に関する記述は、戦前期を通して記述の頻度が極めて低く、他の項目に比して重視

されていなかったと考えられる。しかし、 「天井なき所はこれを張りて煤と塵との落つる憂を禦

ぎ、 また鼠の横行せざるやうにすべし。」（甫守ふみ『新定家事教科書』1919 (T8)年No.051)

のように、天井を設ける必要性を述べた史料が大正中頃から昭和初期にかけて散見され、台所を

清潔に保つことを目的として天井を張るという方法が考えられていた点は着目される。
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第3車 台所の（衛生）関連記述にみる衛生概念の展開と改善の方策

能を向上しようとする動きが見受けられる．

床材における 「 土間」の扱いの低下は、 大正後期以降に展開した、 炊事労慟にかかる労力を軽

減するために、 床の店さを統ーすべきとする考え方によって、 f土lll]Jが縮小して作菜場として

の機能を失い 、 勝手口としての機能へと変質した動向の111]接的表れと考えられる”
。

1925 (Tl4)年以降には理想的モデルとして紹介された洋風の台所の図版が散見される
” （図

3•l2)。この大正末頃を度として 、 徐々に新材料に関する記述が各項目で増加する傾向が見られ、

欧米の台所をもとにした台所像が仕上材料の選択に影響した可能性を指摘できる． なかでも、 腰

壁をタイル貼とする仕上は、 洋風の台所像と衛生的改善を比較的容易に可能とすることから 、 積

極的に用いられた方法であったと推察される。

図3・12 洋風の台所として掲載された図版（腰壁はタイル貼）

（吉村千鶴『実地応用家専教科嘗』1923 (T12)年、 No.062)

その後 、 1928 ($3)年以降に顕著に見られたタイル、 人迫石 、 コ ンクリ ー トといった新材料

の導入は、 表3.3右欄に纏めた［耐水・耐火］を示す記述の動向において 、 「耐水材料」「耐火材

料Jと直接示す表現が活発化し始めた時期と一致し、 耐水・耐火の概念がある程度一般化した傾

向を示すものと捉えられる。

さらに、 1938 (S13)年以降は「仕上材料」 に関する記述が激減している。 戦時下にあって 、
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

（一の1し）板姐

（二の其）板俎

図4-1 「俎板」（再掲） （甫守ふみ『実用家事教科書』1909 (M42)年、 No.018)

明治期の掲載図版は、 このような調理器具や収納設備に関するものが中心である。

戸
棚
兼
料
珂
豪
盛
t

棚

（
乙
）

盛

立

棚

（
甲）

図4-2 左「盛立棚（甲）」 右「戸棚兼料理基盛立棚（乙）」これらの図のように

整頓、 収納や配膳の便利さを向上するための設備、 家具の必要性が示された。

（戸野みちゑ『家事新教科書』1913 (T2)、 No.028)
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第4章 台所の［利便）関連記述にみる能率論の展閲と形態的変化

図4-3 検定済教科書で初め された住宅平面図。

し、 およそ2/3が板間、 1/3が土間で、

との関連性が示されているが、

には流 られ

る。 なお、 ると

とされており、 文章記述と掲載図版の内容は必ずしも していないため、 を読み取るため

の資料として捉える必要がある。（後閑菊野・ 『増訂家事教科害』1902 (M35)年、No.005)

というように、家族が食事を行う茶の間と台所 く設け、 また当時、台所の上な労働者であっ

た婢僕の部屋との近接の必要性につし されている。 ま 大正期の史料の例では、

．．．」

（大江スミ子 改訂版』1920 (T9)年、 No.056)
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

4-4 住宅平面図の例（大江スミ子 改訂版』1920 (T9) No.056) 

のように、茶の間・主婦室・女中部屋といった台所仕事に関連の強い室は近くに、客室・応接室・

便所等は遠くに計画するよう示されている。 こうした〔他室との位置関係〕に関する考え方は、

台所を中心に考えた場合、 どのような室の隣接化が適切かという、家事労働軽減の

として捉えられる。そうした考え方は、台所を中心とした住宅の平面計画に直接影瞥

え）］であったと言え、 その時代的変化は非常に注目される問題である。 そのため、本研究では .,..

目し、 次節で詳細に動向を検討することとする。

次に、【(3)立働式】については、第2章に詳述したので詳しい説明を割愛するが、1909 (M42) 

年に初めて取り上げられ、 それ以降継続して昭和初期まで記述が確認できる（表中[ iii]）。

のように、戦前期の台所改変や様々な台所設備は立働式を航提として展開されていた。その意味

で、立働式の導入という作業形式の改変は、台所の近代化の基盤を形成した要点であったと考え

られた。 立働式導入当初は「流しは裔くし」や「上流しに」、 「 立ちて働くに便なるやう」な

文面で示され、次第に大正期以降を中心として「立働式」等の表現で直接的にその利点を説明す

る記述に変化していた。 そして、 立働式導人当初は、［衛生］と：利便］の両面からその必要性

られていたが、徐々に［利便］性を高めるための改変として記述が収敏する傾向が認められ
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

「丙、 経漬上… イ、 建坪少くして、 仕事の間に合ふやうに、 工夫すべし。」

（石澤吉麿『家事新教科書』1917 (T6)年、 No.043)

「 ． ． ．坪敷は廣きを要しない。 廣きに過ぎれば能率が上らぬ。」

（戸野みちゑ『改訂新定家事教科書』1927 (S2)年、No.078)

すなわち、大正後期から昭和期では無駄な「広さ」 を必要としないことを示す考え方が継続して

示されていることが分かる。 こうした変化は、広過ぎる空間では無駄な足労が発生するため（図

4-5)、狭く、あるいは適切な広さにという考え方が定着する傾向として捉える事ができるのであ

る（図 4-6)。 こうした広さや規模に関する考え方は、 平面計画の変化に影響した重要な要素で

り注目される動向である。 さらには、大正期以降に炊事作業の労力を少なくするため に、台所の

作業場所としての士間を廃して、床上に統一する必要性が主張されているが、こうした変化にも

深く関わっていたものと推察される。 それゆえ、この点についても次節で詳しい動向を明らかに

する。

のもたし諷をき釦滞徒に所染るぎ過廣

（リよ物阪出〇図米
｀

）

図4-5「廣過ぎる基所に徒芳の多き諷したもの（米國の出版物より）」（再掲）

（近藤耕蔵『新編家事教科書』1930 (S5)年、 No.095)
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第4章 台所のこ利便］関連記述にみる能率論の展閤と形態的変化

4-6 「一坪基所の例」

コンパクトな台所計画の試みの事例。 「 一坪甚所」というコンセプトは、 早くは

1915 (T4)年家庭博覧会に出品された入澤常子による提案が見

（倉橋惣三、 佐藤功一 ほか『新撰家事教科書』1938 (S13)年、 No.115)

続いて、【(6)設備の配置】のあり方に触れた 記述は、大正期以降に扱われていることが分かる。

例えば大正初期の記述例では、

...」

（戸野みちゑ『家事新教科書』1913 (T2)年、 No.028)

というように、設備の配置場所によって労力の軽減が左右されるという、配置計画に繋がる

方の記述が認められる。 その後、大正末期から昭和初期にかけて、徐々に説明が具体化し、次に

挙げる記述例のように、流し台、調理台、火器等を近接させる必要性に直接触れた内容に変化し

ている。 掲載図版においても、やはり設備の集約化傾向が大正中頃から見られ、

には流し台、 、 収納等が一体化した台所設備の掲載が確認できる（図4-7)。
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

r2. め立業式にし、

し、．．．（中略）…4. 経清上

1930 (S5)年、 No.091)

図4-7 流し台、 俎板、 野菜入、 米櫃、 氷蔵庫等が一体化した設備

日本図書『最新家事教科書』1926 (T15)年、 No.072)

このような記述は、台所における能率論の展開によって、設備配置の効率的な計画が模索され

た動向を示しているといえる。 台所における調理設備の集約化・ 一体化の傾向は、戦後に普及す

るキッチンセット等の 一体的台所設備の素地形成に大きく影響していると

化を検討する上で極めて重要な動向である。 そのため、 これについても、

-ととす

また、 この大正末から昭和初期には【（7)動線］を示す記述も展開されている。 具体的

られ、台所の近代

しく る

設備配置や広さの考え方に関連して、 「食品調理の順序に従って器具を配骰」（東京開成館編輯所

『現代家事教科書』1925 (Tl4)年、 No.068)するという され竺 4-8のよう

す

平面計画において〔（7）動線〕の考え方が展開された記述と捉えられるe こうした動線に

1925 (Tl4)年に初めて見られ、 昭和初期では過半数の史料で確認される。 動線理論

の考え方は、 建築分野では1927 (S2) アレクサンダー・クラインの研究23で知られる ‘ ‘一

と同時期かやや早い段階から同様の考え方が見られたこと 目 であろう。
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化
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に
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平
面
囮

盆T) の

巻

同
上

図4-8 リズ氏に依る基所平面図」メレル、

W.M ． ヴォ ー リ

炊事動線を検討

(1923 (T12) から I用と思われる。

考え方が示されている。

『現代家事』1927 (S2) No.077) 

【(8)配膳窓lに関する記述は昭和初頭から1935 (S10)年にかけてやや集中的に見

配膳窓（ハッチ） 食事室への配膳にかかる 力を軽減するため 食事室に面する

る。

に備え

付けられた食器棚等の収納の一部に設えられることが多く、この時期には配膳窓の有用性を示し

た図版が多く られる （図 4-9)。 当然ながら、 配膳窓は作業動線の短縮や食事室との隣接化を

示すひとつの表れとして捉 られ、内田による よれば、 こうした配膳窓の導入の試みは戦

に普及するダイニング・ キッ ン (DK)における食事室との空間的一 体化の前段階と

置づけられており 24、 台所の近代化における平面的な変化を捉える めの動向として非常に注目

される。 この点についても、次節で台所を中心と

る。

関係を分析するなかで、改めて検
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

図4-9 「食事室と台所との間の両面戸棚（水平に動く距離を少くする 一手段）」

（近藤耕蔵『新編家事教科書』1927 (S2)年、 No.080)

以上の［利便］に関する記述の特徴的動向を総合すれば、 明治期 から昭和初期にかけての変化

を3段階に大別して捉え直すことができる。

まず、 明治20年代までの教科書では［利便］に関する記述が見られず、 その後、 明治30年代

以降には「便利に」という表現 で［利便］性を 示す表現が用いられ始めたが、 そ こ で扱われた項

目は〔整頓·収納〕、〔他室との位置関係〕 に限られていた。すなわち、 この時期の［利便］の考

え方 は、前近代 からの慣習的な便利さの 水準に止まっていたものの 、改めて台所論の俎上に上が

り始めた段階と言え、［利便］ に関する ［萌芽期〕 と位置づけられる （表中： ①）。

その後、 明治末(M42年） 以降は、 〔立働式〕 の導入に関する記述が始まり、 また台所の［広

さ］に触れた内容も 扱われ始める など、 台所内の［利便］を実現する具体的な方策が検討されは

じめた段階 であった。続いて 、 大正期には［利便］に関する考えをもとに〔設備配置］を合理的

に計画する考え方が示 され始めた。また〔利便の 表現〕 では「使用に便、 動作に便、 経清上に」

というように表現が多様化していた。すなわち、 ［利便］の考え方の 展開とともに、 具体的な台

所の平面計画の あり方が具体的に検討され始めた段階と言え、 台所の［利便］の〔模索期〕 と位

置づけられる （表4-1 :②）。

さらに、 1924 (T13)年には「能率」 という言葉が初めて 用いられ、 こ れ以降、 平面計画の具

体化や設備相互の 一 体化・集約化、 動線理論等が見られ、 戦前期の台所改良における［利便］が

具体的に展開 した時期と言える。この段階を［利便］の〔発展期〕と捉える ことができる。なお、
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第4章 台所の［利便］関運記述にみる能率綺の展開と形態的変化

台所と

と記さ

と

いる。

図440

（図中12)が見

として紹介された固版。

注釈に （食堂との間 し入れする）」

この図版では：食品調理の順序に従って器具を配置したことなど … 」 と炊

目的とした台所の計画の必要性について主に示されていると られる。

（東京開成館編輯所 1925 (TI4)年、 No,068)
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図 4-ll ハッチを導入 の例

しい基所と甚所道具』に腺る」と典拠が示されている。

このように昭和期の図版では台所と

（西田博太郎他

との間にハッチを導入した例が散見される。

1931 (S6)年、 No.107)

の他の室 ヽて 〔使用 の近接の必要性についても明治中期から大正期まで概ね

継続的 されているが、大正中頃から減少傾向 し、昭和期に ど扱われていないことが

る（表中[ ii]）。 これは、 前述のように、 大正期における女中不足や世界恐慌等による

不況の影響から、使用人無しで主婦が家事を執り行うことが理想とされた動きを反映していると

推察される叫
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教科書では町屋や農家の住宅図面の掲載も見られる”が、本研究では中流程度の都市住宅の台所

を対象としているため、 これらは分析の対象から除外している。住まい としては、小さい

ものでは、 下図4-13のように、 （二畳）、 居間

脱衣所、湯殿、厠と庭をも

、 茶の間（四畳半）、 書斎兼客間

られる竺大きいものでは、 図4-12 (No.005 

に掲載） られ、 、 応接間（八畳）、 客奎 、 一ノ間（六畳）、

、 食堂（八畳）、

（四畳半）、 水屋部屋

、湯殿、 納戸・化粧室

、 隠居部屋

、 下女

（八

で、 別棟に物置 、 車夫部屋

をもつ住宅であな現在の住居観からすれば非常に大規模な住宅と思われるが、 当時の

中流に相当する住宅であったと思われる門

図4-12 最初に掲載された住宅平面図（後閑•佐方『増訂家事教科書』M35年、 No.005)

台所を中心とした隣接室としては、 食堂および通路・タタキを挟んで湯殿・風呂が見られる。
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図4-1 3 小規模な住宅の平面図の例（石澤吉麿『家事新教科書』1917 (T6)年、 No.043)

台所を中心とした隣接室としては、 玄関、 茶の間、 脱衣所、 湯殿、 便所が認められる。

また、応接所として大壁の洋室を併せ持つ図4-14のような和洋館並列型住宅
38

や、大正期の例

では「改良したる住宅間取設計図（住宅改良会発行雑誌住宅による）」として、住宅専門雑誌『住

宅』(T5年～S18年）に掲載された図4-15のような洋風住宅、 諸種の図案集
”

や住宅専門書、 懸

賞募集設計競技の入選案からの引用などが見られる （図4-16)。 このように、 家事教科書の住宅

平面図は多様な種類のものが扱われているが、それらは明治期から昭和初期において、それぞれ

の発行時期に理想的と考えられていた中流程度の住宅像が反映されていると考えられる。 また、

中等教育を受ける家庭の階層は、時代と共により蝠広い層を対象とするよう変化したこともあり、

掲載される住宅の程度も変質したものと推察される。これは当時の中流家庭と言われる階層その

ものが、いわゆる都市部に急増した新中間層40を中心として、 非常に幅広い層を指すものであっ

たことの表れでもある。 いずれにせよ、本研究では、各時代における中流住宅の常識を逸脱しな

い範囲の理想的住宅の図面が扱われていると捉え、掲載図面から読み取れる、台所と他室との位

置関係について動向を分析することとする八
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図4-14洋風の書斎兼応接室を並列した住宅（甫守ふみ『実用家事教科書』1909 (M42)年、 No.018)

図4-15 洋風住宅の例（甫守ふみ『新定家事教科書』1919 (TS)年、 No.051)
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（三のそ）闘考参計設築建

図4-16『朝日住宅図案集』からの転載例

（大日本図書『最新家事教科書改訂版』1930 (S5)年、 No.088)
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

する傾向が見られる。 こうした士間の規模の変化を検討するためには、台所空間における土間の

割合を分析するための、何らかの指標を設定する必要がある。そのため、ここでは土間空間での

炊事労働が想定されていたかどうかを推測する一定の目安として、台所面積における土間の占め

る割合に1/3という基準を設けた叫表中には、 土間が1/3以上の場合は「•」、 それ以下の場合

は「◎」として整理した。

この動向を見ると、扱いの程度は時代によって差が見られ、台所空間内の士間が消失した例も

出現しているものの（表中[A]）、 戦前期を通してみれば何らかの形で土間が残存していたこと

が分かる。

まず、土間の規模に着目すると、 明治期から大正期にかけては、作業用と見られる規模の大き

な土間をもつ平面図は3割程度に限られ、 明治の段階から小規模（台所面積の1/3以下） な土間

が多く見られることに注目される。すなわち、 当時、農家の台所や通り庭を台所として使うよう

な住宅では、 土間が主な炊事空間であったことが知られるが竺家事教科書で扱われた中流程度

の都市型の住宅例に限れば、明治期における台所空間でも土間の規模はさほど大きくなかったと

言える（図 4-18)。 一方、 昭和期に入ると井上秀子のシリ ー ズの2事例”を除くすべての平面図

で土間の規模が1/3以下となっており、 明治から大正期の傾向とは異なる水準で、士間の縮小化

が 明らかに読み取れるのである。

図4-18 明冶期の住宅平面図の例（塚本はま『新編家事教本』M35、 No.009)

台所土間はさほど広く取られていないことが分かる。
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また、 台所に土間 さない例としては、 1915 (T4)年の住宅平面図で初めて られ、

後1937 (Sl2)年にかけて断続的に確認される（表中[

は、 下図4-19であ

）。 このうち、 最初に確認さ る事例
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図4-19 台所に土間 られない初めての図版

1915 (T4) No. 036) 
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この図の台所は、 床一面が板張となっており、 土間5]は見られないことが分かる。 但し、 この図

面では、台所の外壁面の建具に「戸」の表記が見られ、外部への出入りが推察される。そのため、

流し横の部分は、 床高が低く、 勝手口として機能していた可能性も考えられる竺

次に確認される土間を持たない台所の例は、19 16(T5)年の図面(No.040)である（下図4-20)。

Iヽ,

庶
壕
閏

豆奇ヽ

齋

ご
忍
委
ャ

\ : - 1 ̀＄ 

汽

ヤ
室

t一

忍

覧

図4-20 台所内に士間を有さない事例

（溝口鹿次郎、 上岐安『最新家事教科書』1916 (T5)年、No.040)

この平面図では台所と他室との間に建具の表記が見られず、実際、どのような空間が考えられ

ていたのか不明な点が多いものの、 玄関、 内玄関、 湯殿の床仕上げの表記が「タタキ」として描

画されていることを勘案すれば、 台所内に士間が存在していなかった可能性が高い 。

続いて1919 (TS) 年には、 図4-21のような洋風の住宅が取り上げられ (No.05 1）、そこでは

台所内部における上間の消失化が明らかに認められる。
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柔疇

図4-21 台所内部に士間を有さなし

（甫守ふみ『新定家事教科吾』1919 (TS)年、 No.OSI)

このような上間 さなし は、 1937 (S 12) で散見される（表中[ i]）。

の消失化について、文中で直接説明した記述は見当たら は読み取れない。

しかし ら、大正期以降には土間と 一段上がった床上と り下りにかかる を無駄と捉え、
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第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

床の高さを統一すべきとする考え方が展開される。 土間の消失化はこうした［利便］の考え方と

密接に関わっていたと考えられるのである。

例えば、1925 (Tl4)年『現代家事教科書：全』 では、

「台所の林はすべて他室と同 一平面につくれば、 高低のある林を上り下りする場合に比

べて労力が省かれる」 （東京開成館『現代家事教科書』1925 (Tl4)年、No.068)

というように、床の高さを他室と統一することで、士間（または他室より一段低い床）と床上と

の往復に係る労力を軽減できることが示されている。 また1930 (S5)年『新編家事教科書』（近

藤耕蔵、No.095)では、 「第一に其の内で働く人が、上下の方向に動く距離の成るべく少なきを

要する」として在来の台所（図 4-22)を例に挙げて不便さを指摘し、 具体的な改善方法を示し

ている（図 4-23)。 つまり、 旧来、 土間で行われていた炊事作業を作業能率の観点から問題視

し、土間作業を廃して床面を統一するよう提案されたのである。 こうした考え方によって、台所

における作業のため床は、床上に統一されていくこととなるのである。

（左）図4-22 在来の台所

{1) 

（右）図4-23上下の動きを少なくする改善例

このような土間の消失化には、水道やポンプといった設備の発達により井戸からの 水の運搬が

不要となり、また熱源の技術革新によって、薪や炭を必要としなくなったことも少なからず関与
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したと考えられる。 また、戦後、本格的に普及する集合住宅の台所は外部への移動経路 な

かった。戦前期における七間空間の消失化は、 こうした台所形態の前段階としても位置付けられ

よう。

台所空間に土間が見られない場合でも、 1事例53
を除いたすべての図面で、 台所に近い

口が設けられていたことが読み取れる（固4-24)。 すなわち、 炊事の能率

化のために台所内の士間を無くした場合でも、裏動線としての出入口用の上間は、台所から近い

別の場所に設けられていたことが分かる。すなわち、 こうした傾向は、台所に関する能率化の模

よって、土間を廃する試みがなされたものの、家事における裏動線は依然として必要とされ

めの傾向と られるのである。

例 の 取 間

4-24 をもつ間取りの例 ゑ『改訂新定家事教科書』1927 (S2) No.078) 

台所内部に上間 ヽ場合も、

[3] 床上化と土間縮小に伴う土間機能の変質

続いて、七間空間の機能の変化を検討するため、

し〕［火器〕［調理台〕〔その他〕の機能の存在

口が設けられるのが一般的であっ

に描かれた台所の上間に見られる

4-4【(3) における設備配置】欄に整

理した。図面によっては、 これらの設備が描写されていない場合も多いが、 その点も踏まえた上

で、 全体的な動向を捉えるための分析と位置づけたい。

これを見ると、 まず、 に描かれた機能としては［流し］の描写が最も多く、 明治期から大

正期にかけて集中して見られる（表中[ ii]）。 次に、 鼈に代表される〔火器〕の描写であるが、
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これは（流し）ほど多くは見られない。 その他では 、 水口 、 水道栓などの描写や物骰を設骰して

いる例が多く見られる。 こうした 、 明治期から大正期までの住宅平面図から読み取れる内容に限

れば、 土問空間の機能は〔流し）を中心とした炊事作業と、 「物散」に見られる物品の保管場所

が中心であったと椎察される（図4•25) 。
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図4-25 明治期に掲載された住宅平面図の一例

（佐方志津、 後閑菊野『高等女学校用家事教科溢』1912 (M45)年 、 No.023)

小規模な土間の横に流しがあり 、 鼈は床上に配饂されている．

教科沓中には在来の台所を描いた図版が見られないため 、 他の資料から在来の台所の様＋を見

ると、 図4。26、 27のように土問に流し、 床上に火器を設骰した例が散見される。 図4-26は、 明

治期の東京の町屋の様子が描かれたものであるが、 應、 七輪は床上の板間に設設され、 床にお膳

がt社かれている。 土間に設爵された立流しで作業をする女性がみられ、 桶やバケツが描かれてい

る。 図4-27は明治初期に発行された料理帯の口絵であるが、 そこでは、 床上の板問に火器や俎

を置き 、 そこで調理をする女性たちが描かれている。 左奥の鼈も床上に設散されている。 一方、

樽などは左手の士問に置かれている。 このように、 火器を床上に設置する考え方は、 近代以前か

らあった存在していたことが分かる．
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囮4-26 明治期の町屋の台所。 土間で立流しを使う台所の例。

（出典：平出鰹二郎著『東京風俗史』）
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図4-27 明治期料理書の口絵。

鼈等の火器台の設置や俎板での調理は床上であったことが分かる。

水場は左手の土間にあったものと推察される。

（石川県第一女子師範学校編『くりやのこころへ』益智館、 1880 (Ml3)年）

大正末から昭和初期の段階になると、前述したように、土間の規模としては台所空間の1/3以

上を土間とする例は殆どみられず、 土間が縮小化する傾向が明らかである。 それゆえ、 この時期

の土間においては［流し〕、〔火器〕 等の描写も見られず、 外部への出入りや履物の着脱を行い、

御用聞き等とのやり取りを行う勝手口としての機能に変質したと考えらえる。さらに、台所内部

に上間を有さない例も見られたことは、すなわち台所が住宅内部に内在化する動きとして捉える

ことができるのである。

ここで家事教科書中の住居全体のあり方に関する記述を概観すると、大正末から昭和初期にか

けてゾーニングの考え方が展開され始めている。そこでは、例えば以下のような区分が示されて

いる。

177 





第4章 台所の［利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的笈化

図4-28「或住宅の平面図」 （近藤耕蔵『新編家事教科書』1930 (S5)年、 No.95)

台所の土間は勝手口と焚口の機能を備えている。

以上で明らかとなった、台所の広さと上間の変質に関する動向を捉え直せば、以下の三つの段

階に大別して、 変遷の特徴を捉えることができる。

まず、 明治初期から明治30年代までは、 広さや上間に関して特筆すべき動向は見られず、 在

来の考え方をそのまま踏襲していた時期といえる。 1909 (M42)年以降は、 台所の広さ （規模）

に触れた記述が見られ、［利便］に関わる要素として、 台所論のなかに捉えられ始めたものの、

在来の手狭さを批判的に論じる水準の記述であった （表中①）。

次に、大正中ごろから大正後期にかけては、台所内部に土間を有さない例が見られ始め、台所

土間が縮小化、消失化する傾向が顕著に見られ始めたものの、土間部分に炊事機能が描かれた平

面図も混在しており、 土間に関する考え方が模索され始めた段階と位置づけられる。（表中②）。

さらに、大正末期からは、台所面積は無駄に広くせず、適切な広さを検討する記述が見られ始

め （表中③）、 これと軌を一にして、 土間の縮小化や［流し〕や〔火器台〕といった調理の機能

が消失化したことが明らかとなった。すなわち、能率化の観点から台所空間のコンパクト化が進

み、調理の場は床上への統一化が普及した段階と位置づけられる。そして、台所土間は勝手口や
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[l] 文章記述および図版からみる台所設備の集約化・ 一体化

まず、【（1)設備配置に関する文章記述】を見ると、 設備の配置に関する記述は明治期には殆

ど見られないことが分かる。初めて確認されるのは1913 (T3)年『家事新教科書』で（表4-5(I)）、

そこでは以下のように 記されている。

「戸棚は深きを要せず、中に棚を設けて物品の配置に都合よくし、鼈·七輪等も片附よく、

水に近き場所に置き、 料理基兼盛立棚等も据ゑ置きのものならば便利よき慮に置き、成る

べく庖附にあるものの手足の勢を減じて、 仕事を簡便ならしむる様にすべし。」

（戸野みちゑ『家事新教科書』1913 (T2)年、 No.028)

この例では、具体的な配置のあり方には及んで いないものの、設備の配置が「手足の勢を減じて、

仕事を簡便なら しむる」ことに繋がるという視点 が、 大正初期の段階で 示されている点は特に注

目される。

その後、大正期以降は文章記述や図版に よって、設備の配置を示した記述 が継続的に見られる。

図版の内容から設備の集約化に着目すると、 1915 (T4) 年以降 に見られ始める（表4-5(i )）。 と

りわけ、 1926 (T15)年 『家事新教科書』 では、 初めて諸設備が一 体化した図版が掲載され、 そ

の後の史料では、 殆ど の史料の掲載図版で設備の一 体化傾向が確認される（表4-5 (ii)）。

図4-29 初めて諸設備の一 体化が示された図版（再掲）

（大日本図書株式会社『最新家事教科書』1926 (TIS)年、 No.072)

183 





第4章 台所の「利便］関連記述にみる能率論の展開と形態的変化

また、【（2)図版にみる集約化傾向】を見ると、設備の集約的配置は1915 (T4) ら見られ、

前掲の図4-29をはじめとして、 大正末以降は、 諸設備が 一体化した図版がほぼ継続して掲載さ

れていることが分かる 中[ ii:)。 そこでは、 下図4-30のような流し台、 調理台、 火器台そ

の他が一体となった台所設備や、 図4-31のような台所室内における一体的設備の配置例が見ら

れる。これらの設備は、第2章で前述したように、火器台の天板の高さが他よりも低く調整され、

作業面の高さ されている様子が見られる。 とりわけ、 図4-31では、 さの

天板でありながら、鼈の底のみを天板下部に落とし込む構造となっている。諸設備の 一体化の過

程では、 こうした様々な工夫が試みられており、 内田が指摘するように、 このような戦前期にお

ける模索が、戦後に急速に普及する一体型、組み合わせ型のキッチン設備の素地を形成したと

えられるのである。

盗 翌

図4-30 「料理基」（西野みよし

鈴木式高等炊事台と思われる

料

1927 (S2) 

し台、

No.079)（再掲）

、 火器台を

として、 水切り台、 冷蔵庫、 収納設備が設けられていることが分かる。

七輪台、 竃台の天板は低く設けられ、 作業面の高さを統一する工夫が見られ
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図4-31 台所の内観パース（再掲）

外壁面に沿って、 流し台、 調理台、 火器台の収納、 冷蔵庫が一体化した設備が配置されている。

竃の底は天板より下部に落し込まれる構造であり、 作業面の高さに関する工夫が認められる。

（佐保会『中等教育家事新教科書』1931 (S6)年、 No.097)

[2] 集約化 ・一体化における諸設備の配列型と組み合わせ

次に、 集約化における流し台・調理台・火器台を中心とした設備の((3)配列型】と、【(4)-

体化設備の組み合わせ】の動向について着目する。

集約化における諸設備の【(3)配列型】については、 1915 (T5)年以降の掲載図版で読み取る

ことができる。 大正期ではI型、 II型、 L型、 アイランド型などの様々な配列型が見られるが、

大正末期以降はI型の設備配置が一貫して認められる。 とりわけ、 I型の設備配置が読み取れる

図版では、その殆どが一体化の動向を示している点からも、 I型配置は最も合理的な型式として

捉えられていたと考えられるのである。

また、 図4-32のように外壁面に沿ってI型に集約配置する平面形式が定着した様子が読み取

れる。 これは前述したように、採光・換気のための考え方も関係して成立した最も合理的な台所

の形態として、 戦前期に収倣したひとつの型であったと考えられるのである。
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図4-32 「基所の紋計li:<I（三坪）」：外墜沿いに一列に配骰された例

（佐保会『中等教行家事新教科書』1937 (S12) lf!, No.113) 

次に、 [(4)一体化設備の糾み介わせ1の動向を見ると、 （流し）、 （水切）、 ［収納）および（調

理台）がほぽすぺての一体化に関わっており 、 これらが一体化の中心であったことが分かる．ー

方、 火器台については1930 (SS)年以nには概ね継絞して一体化が品められるものの 、 昭和初

期の段階では他の設偏と一体化せず 、 独立して隣接配置される場合が多く見られる． この理illと

しては、 独立した鼈・コンロ等の設紺の流通や、 耐火を必婆としたために一体化が難しかったnr

能性が均えられる。 特に 、 耐火については、 第3章では1928 ($3)年以降にクイル 、 人造石 、
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第5章 家事教科書からみた日本の台所の近代化について

住居関連部分で台所に関する記述が直接扱われるのは、 明治14年『家事要法』(No.9)が初め

である。 本書は、 C.E.Beecher&H.B.Stowe"Principles of Domestic Science'’が原書（海老名晋訳）の

家政書で、 その後もNo.14『家事綬清』、 No.18『通信教授女子家政学』でも訳出され、 後の家

政関連書にも大きな影響を与えた書である］2。 本書における台所の記述は、 平面計画や設備の配

置、収納等の設えについて事細かく解説されており、他書に比べて圧倒的に内容が豊富で、 この

時期の台所に関する記述としては特異な存在である。（図5-1、 5-2)

図5-1 住居1階部分の平面図

図5-2台所の内観パース：ビーチャーによって

考案されたシステムキッチンの走り

それ以外の史料では、 同じく明治14年のNo.11『婦女必読家事要訓』が最も早く、住居の「選

択」の項において、

「．．．基所の北に向きたるは、 之に従事する者の困難甚だし、 …」

との記述が初めて見られる。 また、 明治19年『女子必読』には、
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自ら乾きて健康を助くること

＜漂氣のあるものなり

し殊に夏ハ涼＜

向ひたるとき

日の光を受

り凡そ庖蔚浴室等

<-=~となかるべし」

と、採光、換気、 通風や室内温度の観点から南向きに計画するよう記されている。 こうし

は、 以後、明治10年代後半から明治20年代の他の史料でも同様に見られ、台所の配置に関

室内の衛生面を考慮して北向きを避け、なるべく南面して計画するという考え方が一貫して扱わ

れていたと言える。 また、本書では日本住宅における台所空間について、初めて図版の掲載が見

られた（図5-3)。 なお、 この図版では、 土間に立流しと調理台が置かれ、 立った姿勢で炊事作

業が行われており、明治期以降に戦前期を通して展開される「立働式」の導入の萌芽的傾向

すものとし 目される13
0

5-3 「庖附」 台所内部の様子から、 立ち働きの様子が見て取れる。

さら 22年 (No.18) は、 学制起草者の一人である

寅により、 えて日 して論述されたもので、設備配置•平面計画や収

納設備のあり ヽて具体的寸法を示して詳説する など、 ともに内容の先進性、
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第5章 家事教科書からみたB本の台所の近代化について

に、 （利便］の考え方の展開は大正中頃から萌芽的動向が窺えるものの 、 大正末以降に能率論が

取り入れられると、 文章記述において扱われる内容は、 ［利便］ とりわけ作業能率を中心とした

ものに偏直する傾向が見られた。 すなわち、 台所における能率綸の展開によって台所空間や調理

設備の様々な形態に影響を与えた意味で、 この時期から台所改良における姿点は大きく変化した

と言える。

繰り返しになるが 、 こうした台所の変遷の動向を総合すれば 、 明治中期から後期を、 台所のあ

り方として［衛生）や［利便］に関する考え方が扱われ始めた＜萌芽期>‘ 明治末期から大正中

期を扱われる項目の多様化や具体的な改良の方策が展開された<模索期>、 そしてヽ 大正後期

から昭和初期を 、具体的な改良方策の普及や一定の台所形態への収倣が見られた<発展期>としヽ

この三段階に時代区分することができる。 そこではすなわち 、 前述した通り、 明治期から大正初

期は［衛生］論の展開が主として扱われ、 大正中期から展開された［利便］の考え方が 、 大正末

以降には能率論の展fjりによって台所形態の合理化へと進んだ軌跡が明らかとなったのである。

-

． ；初期 l : （方位） ｝ I I 

：：す換：気

i i i /..--- I

!•,..．．．．…• : I '
↓（大正末～）

＇明 i ［採光） ： 能率 ！ I 
i治 ・中期；
, ! : 
I t · •,．..．． .

...
；正1中期

一}: 三料ーニ：の；体的動向に関する概念し］

第2項 項目間の横断的考察から見た戦前期の台所における型の定箔

前章までに明らかにした変遷過程における形態の変化には 、 各章における項目を跨いだ横断的

関係性が見られる。 すなわち 、 ［立働式］、 ［衛生］、 ［利便〕という枠組みを超えて設察される項
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表5-3 同程度の規模における台所形態の比較

例）家事教科書の台所図版 (No.110) 例） フランクフルト ・ キッチン
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フランクフルト・キッチンの平面プラン
（藤原辰史『ナチスのキッチン』p.84より転載）

備 設 の 所 杢

上掲平面図の内観パース
（井上秀子『現代家事教科書三訂版』1935 (SIO)年）
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フランクフルト・キッチンの内観写真
（藤原辰史『ナチスのキッチン』p.84より転載）

表註：外壁面に集約配置された事例として、 平面プランと内観を比較するために適した図版として上掲の

ものを取り上げた。 これは、 1935年の教科書に掲載されたものであり、 フランクフルト・キッチンが提案

された時期とは十年弱の差があるが、家事教科書の他の掲載図版では1920年代後半から諸設備の一体化傾

向が見られる。 平面は同スケ ールに調整している。
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